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快適なトイレ空間の創造
特集

OKB 大垣共立銀行
注目企業を訪ねる

内外装に地元の木材を利用した
観光列車「海幸山幸」

好木心
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＊ 1：総務省統計局「平成 20 年住宅 ･ 土地統計調査」
＊ 2：内閣府「消費動向調査」（2015 年 3 月実施）

住宅産業協議会の調査（図1）によると、家を建てる際に6割以上の人が、
トイレの使いやすさ、手入れのしやすさ、デザインの良さを重視している。

キッチンや浴室などの水回りと比較しても重視する人の割合は決して低くなく、
トイレは住宅の満足度にとって重要な要素の一つといえる。

現在、日本の住宅の水洗化率は90.7％、洋式トイレ保有率は89.6％＊1、
温水洗浄便座の一般世帯普及率もすでに77.5％＊2であり、トイレ機器の開発が進んでいる。

一方、広さや室内デザインなどを含めた快適なトイレ空間への取り組みは進んでいないのが現状だろう。
今号では、快適なトイレ空間作りについて、斬新な公共トイレを数多く設計している小林純子氏と、

トイレ機器メーカー担当者にお話をうかがう。

快
適
な
ト
イ
レ
空
間
に

求
め
ら
れ
る
清
潔
と
安
ら
ぎ

　

人
が
快
適
な
ト
イ
レ
に
求
め
る
こ
と
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す（
図
２
）。
特
に
排
泄
場

所
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
汚
れ
や
す
い
の

で
、
い
か
に「
清
潔
」さ
を
保
つ
か
が
ま
ず
一

つ
。
ま
た「
ホ
ッ
と
で
き
る
場
所
」で
あ
る
こ

と
が
、
二
つ
目
に
大
切
な
要
素
で
す
。

　

ト
イ
レ
は
心
休
ま
る
自
分
だ
け
の
解
放

区
の
よ
う
な
場
所
で
も
あ
り
、
心
理
的
に

も
現
代
版「
茶
室
」の
よ
う
な
機
能
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
か
つ
て
は
ト
イ
レ
は
臭
く

て
汚
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
意
識
が
あ
り
、

そ
れ
が
積
極
的
な
改
善
に
つ
な
が
っ
て
こ

な
か
っ
た
の
で
す
。
現
在
は
か
な
り
改
善

さ
れ
、
清
潔
性
は
向
上
し
て
き
ま
し
た
が
、

心
地
よ
い
空
間
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
考
え
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
く
の
住
宅
で
は
今
も
っ
て
、
設
計
で
余
っ

た
場
所
や
隅
に
押
し
や
ら
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

ト
イ
レ
の
概
念
を
一
度
外
し
て
、「
ど
の
よ

う
な
ト
イ
レ
に
し
た
ら
快
適
に
過
ご
せ
る

の
か
」を
、
真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

窓
か
ら
の
光
と
風
が

心
地
よ
い
ト
イ
レ
空
間
を
作
る

　

私
は
30
年
近
く
、
商
業
施
設
や
学
校
な

ど
公
共
ト
イ
レ
の
設
計
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
公
共
ト
イ
レ
設
計
で
大
切
な
こ
と

は
、
快
適
な
ト
イ
レ
空
間
を
作
る
こ
と
と
、

快
適
さ
を
維
持
し
や
す
い
つ
く
り
に
し
て

お
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
解
決
の

た
め
の
方
法
と
し
て「
窓
」を
付
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
改
修
の
た

め
に
下
見
を
す
る
と
、
窓
の
な
い
ト
イ
レ

は
、
ひ
ど
い
汚
れ
と
臭
い
で
か
な
り
厳
し

い
状
態
で
す
。
一
方
、
ト
イ
レ
に
窓
が
付

い
て
い
れ
ば
、
換
気
扇
だ
け
で
は
な
か
な

か
消
え
な
い
臭
い
を
外
に
逃
が
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
然
光
は
人
に
清
潔
感
を
感

じ
さ
せ
ま
す
か
ら
、
汚
れ
は
同
じ
で
も
感

じ
方
が
違
う
と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
の
場
合
、
昔
は
く
み
取
り
式
だ
っ

た
た
め
、
ト
イ
レ
は
必
ず
外
壁
に
面
し
、
換

気
用
の
窓
も
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近

は
水
洗
ト
イ
レ
が
普
及
し
、
換
気
扇
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
由
に
設
計
で
き
、

ま
た
、
外
か
ら
見
え
る
と
い
う
理
由
か
ら
窓

の
な
い
ト
イ
レ
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
か
ら
の
光
や
風
は
人
の
心
を

ホ
ッ
と
さ
せ
ま
す
。
清
潔
で
心
地
よ
い
ト
イ

レ
に
す
る
た
め
に
は
、
窓
を
付
け
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。
た
だ
し
外
か
ら
見
え
な
い

よ
う
に
窓
を
く
も
り
ガ
ラ
ス
や
す
り
ガ
ラ
ス

に
し
た
り
、
外
か
ら
見
え
に
く
い
レ
イ
ア
ウ

ト
に
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

窓
を
床
近
く
ま
で
下
げ
る
と
、
床
が
明

る
く
な
る
の
で
清
潔
感
が
増
し
ま
す
。
窓

辺
に
植
物
を
置
く
だ
け
で
も
雰
囲
気
は
変

わ
り
ま
す
。 快適なトイレ空間の創造

特  集

照
明
や
内
装
の
仕
上
げ
材

を
工
夫
す
る

　

窓
が
な
く
自
然
光
が
入
ら
な
い
空
間
で

も
、
照
明
器
具
の
工
夫
で
居
心
地
の
よ
い
空

間
に
変
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
ま
た
ダ
ウ

ン
ラ
イ
ト
か
ら
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
す
る

と
、
か
な
り
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

間
接
照
明
で
陰
影
を
付
け
れ
ば
、
空
間
に

奥
行
き
や
深
み
が
増
し
ま
す
。
そ
れ
に
明

る
す
ぎ
な
い
の
で
、
夜
中
に
ト
イ
レ
に
起
き

た
と
き
に
も
睡
眠
を
妨
げ
ま
せ
ん
。

　

内
装
の
仕
上
げ
材
に
つ
い
て
は
、
や
わ

ら
か
い
印
象
で
ホ
ッ
と
さ
せ
る
も
の
と
し

て
、
例
え
ば
、
腰
壁
よ
り
上
や
天
井
に
木

を
使
う
の
も
お
す
す
め
し
た
い
方
法
の
一

つ
で
す
。
学
校
な
ど
の
ト
イ
レ
で
も
ヒ
ノ

キ
を
使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
木
の
匂

い
が
感
じ
ら
れ
、
心
が
ゆ
っ
た
り
と
し
、

さ
ら
に
防
臭
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
鏡
を
利
用
す
る
と
、
狭
小
空
間

で
も
広
く
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天

井
の
形
な
ど
も
四
角
四
面
で
は
な
く
、
か

ま
く
ら
の
よ
う
に
天
井
を
丸
く
す
る
な
ど

工
夫
次
第
で
安
ら
ぎ
あ
る
快
適
な
空
間
に

な
る
の
で
す
。

清
掃
の
し
や
す
さ
と
尿
は
ね
汚
れ　
　

　

清
潔
さ
の
維
持
に
関
し
て
は
、
汚
れ
が

付
き
に
く
い
便
器
や
掃
除
し
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
の
便
器
な
ど
、
設
備
機
器
の
面
で
は

か
な
り
進
化
し
て
い
ま
す
。
空
間
と
し
て

は
、
部
屋
の
延
長
と
考
え
た
同
様
の
ク
ロ

ス
仕
上
げ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ト

イ
レ
を
居
室
と
は
別
の
空
間
と
し
て
と
ら

え
、
丸
ご
と
水
洗
い
で
き
る
よ
う
な
工
夫

も
考
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

ト
イ
レ
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た
り
、
床
を
タ

イ
ル
に
す
る
な
ど
で
す
。

　

今
、
何
か
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
男
性
小
用
の
尿
は
ね
で
す
。
洋
式
便

器
は
座
っ
て
用
を
足
す
形
状
で
す
か
ら
、

立
っ
て
用
を
足
せ
ば
汚
れ
る
の
は
当
た
り

前
で
、
掃
除
を
す
る
人
と
の
間
で
問
題
が

解
決
し
に
く
い
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
、
座
る
か
立
つ
か
で
は
な

く
、
誰
に
と
っ
て
も
快
適
な
解
決
法
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
広
さ
に

設計事務所ゴンドラ代表

小林 純子氏

岐阜県にある商業施設「カラフルタウン岐阜」の老
若男女、子連れファミリーなど、誰もが使いやすく休
憩できる“みんなのトイレ”。子ども用トイレは便器
を運転席に見立て、楽しく使えるように工夫されてい
る（写真：設計事務所ゴンドラ）

p r o f i l e

商業施設、駅、学校など
様々な公共トイレの設計
に携わる。京王百貨店、
東京駅名店街、JR博多
シティアミュのトイレや、
海の見える「海ほたるトイ
レ」など、既成概念にとら
われない快適な公共トイ
レのデザインで知られる。
一級建築士。日本トイレ
協会副会長。

● 

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

余
裕
が
あ
れ
ば
小
便
器
を
付
け
る
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。
こ
の
話
題
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
使
う
人
も
掃
除
す
る
人
も
幸
せ

に
な
れ
る
ト
イ
レ
空
間
へ
の
改
善
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
、
商
業
施
設
や
学
校
な
ど
の
公
共
ト

イ
レ
は
、
こ
こ
ま
で
き
た
か
と
思
う
ほ
ど
の

発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て

住
宅
の
ト
イ
レ
は
か
な
り
後
れ
を
と
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
高
機
能
な
設
備
機
器
が
、

ト
イ
レ
作
り
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
機
器
だ
け
で
な
く
、
ト
イ
レ

を
空
間
と
し
て
捉
え
、
快
適
な
ト
イ
レ
空

間
作
り
に
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
も
、「
ど

ん
な
ト
イ
レ
を
作
り
た
い
の
か
」を
引
き
出

せ
る
よ
う
な
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
設

計
者
も
施
工
者
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
談
）

図2. 快適なトイレ空間に求められるもの

図1 . 家を建てる際に重視した点

出所：設計事務所ゴンドラHP の設計理念より作成

出所：住宅産業協議会「平成25年度住宅･住宅設備に関するCSアンケート調査」
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　トイレやノズルの洗浄後に「きれい除菌水」を便鉢やノズルの内側・外側
まで噴霧し、目に見えない汚れを分解 ･除菌することで清潔を保つ。この
除菌水は洗剤や薬品を使用せず、水道水に含まれる塩化物イオンを電気分
解して作られる。除菌や漂白効果のある次亜塩素酸を含む水で、時間が経
つと水＊に戻るため環境にやさしい。また、臭い成分は便座後方に付いて
いる「きれい除菌水」を噴霧した除菌水フィルターで捕集して脱臭し、トイ
レに入った時の
気になる臭いを
抑える。臭い成
分を捕 集した
除 菌 水フィル
ターは1日1回
自動で洗浄・除
菌される。

いつも清潔で快適なトイレ空間は、誰もが望んでいることだろう。
LIXILとTOTOが各社で独自に行ったトイレに関するアンケート
調査によると、便器の汚れや臭いが気になるという声が多く、掃除の
しやすさを求める意見も多いという。このような汚れが付きにくく
掃除がしやすいトイレ空間への要望に、トイレ機器メーカーはどの
ように対応しているのか。LIXILとTOTOの担当者に、トイレ設備
の機能についてうかがった。

（LIXIL「サティス」、TOTO「ネオレスト」の機能を紹介していますが、どちらも商品機種により機能が異
なりますので、個別に機能をご確認ください）

TOTO株式会社
ウォシュレット開発第一部

機能材料開発グループ

松本 勘
さとる

氏

株式会社LIXIL
トイレ･洗面事業部トイレ･洗面商品部

販売企画１グループ

三
さ ん な か に し

中西 洋一氏

快適なトイレ空間の創造

特  集

＊水道法の水質基準に合致した水

出所：LIXIL「トイレの女性意識調査レポート」（2010 年調査）

トイレの掃除に関する意識

きれいで、清潔なトイレへと進化

スッキリした無駄のないデザインの「タンクレストイレ」は、空間を広く使うことができる。
また、凹凸や継ぎ目を極力なくしたシンプルなフォルムは、手入れのしやすさなどの機能面だけでなく、

どんなトイレ空間デザインにも調和するようデザインが考えられている。

強弱をつけたマッサージ洗浄など洗浄のタイプを選べたり、ノズルが前後に動いたり、
洗浄機能が進化している。また、フタの自動開閉、自動洗浄、温風によるトイレ室内暖房、

夜間に足元をほんのり照らすライトなど、心地よいトイレのための工夫が様々凝らされている。

便器の素材から洗浄方法、そして楽に掃除ができる形状まで、
様々な工夫でトイレの汚れを防止し、手入れを楽にしている。

　お尻洗浄の「おしりノズル」とビデ洗浄の「レディスノズル」が別々の専
用ノズルになっていて、洗い心地や衛生面に配慮。便器に座ると自動で音
楽が再生される「リラックスミュージック」は気分に応じて曲が選べ、リ
ラックスできる。また、シャワートイレの好みの使い心地をスマートフォ
ンに設定すれば、スマートフォンをリモコンとして使うこともできる。

　「ハイパーキラミック」というキズ、
汚れに強く銀イオンパワーで細菌の繁
殖を抑える技術に加え、水道水に含ま
れるシリカの固着を防ぐ「プロガード」
技術で、便鉢にコーティングが施され
ている。そのため表面に汚れが付着し
にくい。
　掃除をしやすくするため、継ぎ目の
ない便座や、凹凸のない便器の形状を
実現。ノズルも凹凸が少ない形状で拭
きやすく、着脱もでき交換も可能だ。
今まで掃除ができなかった便器と便フ
タ下の隙間汚れが楽に拭き取れるよう、
フタが自動で上がるリフトアップ機能
も開発されている。

L I X I L

L I X I L

L I X I L

　空間を邪魔しない、さりげなく溶け込むデザインを追求し、凹凸や隙
間を少なくしたコンパクトで美しい形状となっている。「ネオレスト」に
は、直線的なフォルムの AHタイプ、丸みを帯びた柔らかなフォルムの
RHタイプなどがあり、トイレ空間のデザインに合わせて選べる。「ネオ
レスト ハイブリッド シリーズ」は、水道直圧式のタンクレスだが、タン
クとポンプを内蔵しており、独自の洗浄技術によって低水圧のマンショ
ンや高台でも設置が可能だ。

　お尻洗浄では、大小の水玉をリズミカルに連射し、少ない水量でも確
かな洗浄力を実現（ワンダーウェーブ洗浄）。ビデ洗浄ではしっかり洗浄と
広い範囲をやさしく洗浄する2種類の洗浄方法が選べる。オート開閉や洗
浄機能の他、便鉢内の水面の高さを下げ、水の跳ね返りを抑える機能な
ども、心地よく使える工夫の一つだ。

　汚れが付きにくく、落としやすくする
ために、便鉢の陶器表面に特許技術の

「セフィオンテクト」を開発。特殊な釉薬
を使用しているため、100万分の1ミリ
レベルで凹凸をなくしツルツルに仕上げ
られている。また、便座やノズルなどに
は、はっ水性のある「クリーン樹脂」を使
うなどの工夫が施されている。洗浄は従
来型の洗浄方法とは異なり、渦を巻くよ
うな水流の「トルネード洗浄」により、少
ない水でしつこい汚れを効率よく落とす
方法が採用されている。便器やウォシュ
レットのフチをなくす、ウォシュレット
の前方がレバーで持ち上がるなど、掃除
のしやすさも考慮されている。

T O T O

T O T O

T O T O ■ トイレの掃除に関する意識       （ｎ=2000）

汚れが付かない
機能を持った

トレイが欲しい

便器のデザインは
掃除のしやすい
形が好ましい

トイレで最も
重視するのは

掃除のしやすさである
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（％）

66.7
56.9

38.3

従来品
790mm

650
mm

デザイン性のあるタンクレストイレ

快 適 な 使 い 心 地
トイレの汚れは細菌の温床となり、それがまた輪じみ、黄ばみなど汚れの原因にもなる。

除菌対策や汚れを付きにくくする工夫は、脱臭・防臭にも効果的なため、力が入れられている。

　便鉢内の浮遊カビ菌や付着菌を除菌する「プラズマクラスター」（シャー
プ）を搭載。プラズマ放電で発生させたプラスとマイナスのプラズマクラス
ターイオンを便鉢内に放出し、菌を除去する。便鉢の表面だけでなく水の
かからない部分にもイオンが行き渡るので、便座フタ裏、便座裏、ノズル
まわりなどの除菌もできる。
　臭い原因菌もプラズマク
ラスターイオンによって除
菌することで、臭いの発生
を抑える。また、トイレの
壁にインテリアタイル壁材

「エコカラット」を使えば、
余分な湿気を吸収し、臭い
の原因となる成分を吸着し
脱臭・軽減する。

L I X I LT O T O

便フタ
裏

便座裏

便鉢内ノズル
まわり

除 菌 で 清 潔 を 保 ち 、臭 いをカット

加圧装置により水勢を増すことで、従来品（2001年までの発売品）で大13Lだった洗浄水量を
4L 以下まで節水した製品も登場。便座暖房・保温に必要な電力を抑える節電機能も搭載されている。

　大を4Lで強力に洗浄。便
座、便フタに断熱材が内蔵
されており、放熱を抑えて
いる。使わない時は自動的
に便座温度を下げたり、使
う時だけ温める省エネ温水
シャワーなどの節電機能も
あり、従来品に比べ約74％
の省エネを実現（サティス S
タイプ）させている。

L I X I L

　床排水で1回あたりの洗浄
水量、大3.8Lの超節水を実
現。年間で浴槽200杯以上
の水が節約できるという。
使用する時だけ便座の温度
を上げる「瞬間暖房便座」で、
待機電力を抑える。さらにト
イレの使用頻度を記憶し、
使用の少ない時間帯に便座
温度を下げたり、切ったりす
る機能も付いている。

T O T O

節 水 ･ 節 電

お 手 入 れ 楽 々

ネオレストAHタイプ ネオレストRHタイプ サティスGタイプ

便器きれい ノズルきれい においきれい

サティスSタイプ従来品
（1991～1995年発売品）

約355
kwh/年

約89
kwh/年

約74％
省エネ

ネオレスト床排水従来品

約75％
節水

年間便器洗浄水量
約56,575L節水

大13L
/回

大3.8L
/回

トイレ空間の臭い成分
を除菌水フィルターで
捕集して脱臭

ノズルの内側も外側も
洗浄・除菌

目に見えない便器の汚
れを分解・除菌

　「サティスＳタイプ」は、従来のタンク付きトイレよりも奥行き寸法が
14cm短い、世界最小のタンクレストイレだ。トイレ空間の奥行きが
120cmの場合、動作空間が35％広がり、これまでは難しかった手洗器
も設置できる。「サティス Gタイプ」は、通常は樹脂製の便器後方にある
機能部まで、すべて陶器で統一し
た凹凸のない便器の形状で、清掃
性とデザイン性を実現した。

サティスSタイプ
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込
む
デ
ザ
イ
ン
が
多
い
。
も
し
空

間
を
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
に
す
る
な
ら
、

便
器
は
よ
り
目
立
た
な
い
白
色
が

お
勧
め
だ
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
タ
ン
ク
レ
ス
ト
イ

レ
な
ら
空
間
に
余
裕
が
生
ま
れ
る

の
で
、
手
洗
器
や
収
納
カ
ウ
ン

タ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
も
選
択

の
幅
が
広
が
り
、
好
み
の
イ
ン
テ
リ

ア
空
間
を
作
り
や
す
い
。
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
を
付
け
る
な
ら
、
目
線
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
こ
と
や
、
使
い
勝
手
の
点
か
ら
、

下
に
付
け
る
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

間接照明を効果的に使い、室内に陰影を付ける

床までしつらえた窓からの外光が床を明るくする

キャビネットを付けて、すっきりとした空間に

　

快
適
な
ト
イ
レ
空
間
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

清
潔
で
あ
る
こ
と
、
ホ
ッ
と
で
き
て
安
ら

げ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
家

族
み
ん
な
が
満
足
で
き
る
空
間
を
実
現
す

る
た
め
に
は
リ
ビ
ン
グ
や
寝
室
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
、「
こ
ん
な
空
間
に
し
た
い
」と

い
う
考
え
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
。

　

で
き
れ
ば
窓
を
付
け
、
外
か
ら
の
光
と

風
が
入
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
窓
が
な
け

れ
ば
照
明
を
工
夫
す
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

照
明
は
空
間
に
陰
影
を
付
け
、
形
状
や
色
、

照
ら
す
方
向
に
よ
っ
て
空
間
の
表
情
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
間
接
照
明
を
効
果

的
に
取
り
入
れ
る
と
落
ち
着
い
た
空
間
と

な
る
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
性
を
高
め
る
工
夫
と
し
て
、

内
装
に
木
や
タ
イ
ル
、
石
貼
り
な
ど
の
仕

上
げ
材
を
使
う
方
法
も
あ
る
。
防
汚
効
果

の
高
い
床
材
や
消
臭
効
果
の
あ
る
イ
ン
テ
リ

ア
壁
材
を
使
え
ば
、
清
潔
さ
を
維
持
し
や

す
く
な
る
。
ま
た
、
壁
材
は
一
部
に
使
用
す

る
こ
と
で
ア
ク
セ
ン
ト
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
近
の
タ
ン
ク
レ
ス
ト
イ
レ
は
、
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
な
フ
ォ
ル
ム
で
デ
ザ
イ
ン
性

が
高
い
。
し
か
も
設
備
機
器
と
し
て
自
己

主
張
せ
ず
、
ト
イ
レ
空
間
に
自
然
に
溶
け

快適なトイレ空間の創造

特  集

満
足
で
き
る
快
適
な
ト
イ
レ
空
間
を
実
現
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
目
し
た
ら
よ
い
か
。
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

ト
イ
レ
を
快
適
な
空
間
に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
トト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
洗
剤

な
ど
を
き
ち
ん
と
収
納
で
き
る

余
裕
の
あ
る
広
さ

ト
イ
レ
設
備（
便
器
や
便
座
）の

機
能
が
充
実

窓
が
あ
る

自
然
な
明
る
さ

掃
除
し
な
く
て
い
い

シ
ン
プ
ル

ト
イ
レ
設
備（
便
器
や
便
座
）の

デ
ザ
イ
ン
が
自
分
好
み
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＊ 複数回答

■ 理想のトイレ（参考）

出所：LIXIL「トイレの女性意識調査レポート」
　　　（2010 年調査）

写真 = 住友林業

＊6ページの内容は、今号の「特集」取材をもとに編集部がまとめたものです。
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【こうき - しん】

vol.19

Ｒ
九
州
の
観
光
列
車「
海
幸
山
幸
」は
、

２
０
０
９
年
10
月
に
運
行
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は「
木
の
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
な
リ

ゾ
ー
ト
列
車
」。
宮
崎
駅
〜
南
郷
駅
間
を
毎
週
土
日
と
祝

日
を
中
心
に
一
往
復
し
て
い
る
。
車
両
は
、
廃
線
と
な
っ

た
高
千
穂
鉄
道
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
を
譲
り
受
け
た
も
の
だ
。

　
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
満
喫
で
き
る
よ
う
、
内
外
装
に
は
、

木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

木
材
は
地
元
の
飫お

び肥
杉
を
採
用
し
て
い
る
。
飫
肥
杉

は
油
分
が
多
く
腐
り
に
く
い
た
め
造
船
用
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
軽
量
か
つ
強
度
も
高
い
。

　

外
壁
に
木
材
を
張
っ
た
の
は
、
鉄
道
業
界
で
は
初
め

て
。
常
に
細
か
な
振
動
を
受
け
る
、
走
行
中
の
カ
ー
ブ

や
上
下
動
に
対
し
車
両
が
た
わ
む
な
ど
、
脱
落
の
危
険

性
や
、
維
持
管
理
に
手
間
が
か
か
る
な
ど
の
課
題
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
、
外
壁
に
台
座
を
溶

接
し
、
木
材
を
ボ
ル
ト
で
固
定
。
厚
さ
11
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
木
材
の
裏
側
に
は
２
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
板
を
接
着
し
強
度
を
高
め
た
。

　

内
外
装
に
使
用
し
た
飫
肥
杉
は
２
両
全
体
で
約

４
０
０
本
。
樹
齢
60
年
以
上
の
材
を
選
び
、
節
を
避
け

た
木
取
り
で
強
度
と
美
し
さ
を
確
保
し
て
い
る
。
車
内

は
木
の
香
り
に
包
ま
れ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
に
は
飫
肥
杉
の
お
も
ち
ゃ
や
郷
土
玩
具
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
度
の
乗
車
率
は
92
％
と
、
ロ
ー
カ
ル
線

で
は
高
い
乗
車
率
を
誇
っ
て
お
り
、
個
性
的
な
観
光
列

車
で
沿
線
外
か
ら
の
集
客
を
実
現
し
て
い
る
。
ト
ロ
ッ

コ
列
車
の
特
徴
を
生
か
し
た
大
き
な
窓
か
ら
は
、
海
や

山
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

写真提供：九州旅客鉄道株式会社

内外装に
地元の木材を利用した
観光列車「海

う み さ ち や ま さ ち

幸山幸」

Ｊ

宮崎県
日豊本線・
日南線の宮崎駅
〜南郷駅
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失
敗
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
〟
と
考
え
る
前

に
、ま
ず
や
っ
て
み
る
の
が
大
切
な
ん
で
す
」

—

か
つ
て
は
金
融
業
界
か
ら
、
そ
し
て
行
員

か
ら
も
、〝
こ
こ
ま
で
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
〟

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
頭
取
の
ブ
レ
な
い

信
念
に
よ
っ
て
行
員
の
意
識
も
変
わ
り
、
同
行

は
高
い
顧
客
満
足
度
を
獲
得
し
て
き
た
。

　
「
頭
の
柔
ら
か
い
人
材
の
育
成
に
不
可
欠
な

制
度
と
し
て
、異
業
種
研
修
制
度
が
あ
り
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
現
場
や
ホ
テ
ル
な
ど
、
銀
行
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
業
種
で
、
１
年
か
け
て

サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
を
学
び
、
意
識
改
革
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。こ
の
制
度
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
、
コ
ン
ビ
ニ
店
長
を
経
験
し
た
行

員
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
半
田
支
店
。銀

行
の
敷
居
を
下
げ
、〝
入
り
や
す
い
〟〝
用
事
が

な
く
て
も
立
ち
寄
り
た
く
な
る
〟を
目
指
し
、
コ

ン
ビ
ニ
の
特
徴
を
参
考
に
し
た
、
全
国
ど
こ
に

も
な
い
店
舗
と
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で

開
店
当
初
設
定
し
た
新
規
口
座
の
獲
得
目
標
が

通
常
の
店
舗
よ
り
も
早
く
達
成
で
き
ま
し
た
」

—

同
行
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
に
は
目
を

見
張
る
ば
か
り
だ
が
、
す
べ
て
は
地
域
と
共
に
生

き
、
地
域
活
性
を
目
指
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
と

境
氏
。
地
域
の
顧
客
の
利
便
性
を
追
求
す
る
地

域
密
着
型
の
企
業
だ
か
ら
こ
そ
、
生
み
出
せ
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

安
心
し
て
体
ひ
と
つ
で
避
難
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
１
２

年
に
開
始
し
ま
し
た
。前
例
の
な
い
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
す
る
に
は
、
様
々
な
困
難
が
つ
き
ま
と

い
ま
す
。し
か
し
Ｏ
Ｋ
Ｂ
で
は
、〝
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
失
敗
は
な
い
〟
と
い
う
考
え
方
を
徹
底
し
、

で
き
な
い
理
由
か
ら
入
る
の
で
は
な
く
、
ど
う

や
っ
た
ら
実
現
で
き
る
か
を
ま
ず
考
え
る
。そ

ん
な
姿
勢
が
、
金
融
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
へ
と

進
化
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」

異
業
種
研
修
で
サ
ー
ビ
ス
を
学
び

発
想
力
の
豊
か
な
人
材
を
育
成

—

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
は
、
専
門
の
部
署
だ
け
で

な
く
、
全
行
員
か
ら
の
提
案
制
度
や
女
性
行
員
の

み
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
か

ら
生
ま
れ
て
い
る
。「
銀
行
は
サ
ー
ビ
ス
業
」
を

形
に
し
続
け
る
同
行
で
は
、
10
年
前
と
比
較
し
て

個
人
の
顧
客
が
13
万
人
増
、
個
人
の
預
金
残
高
で

１
兆
円
増
と
、
着
実
に
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

　
「
女
性
目
線
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
か
ら
は
、離
婚
関
連
専
用
ロ
ー
ン
や
不

妊
治
療
関
連
ロ
ー
ン
な
ど
数
々
の
商
品
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
も
す
べ
て
〝
お
客
さ

ま
の
た
め
に
〟
を
形
に
し
た
も
の
。そ
し
て
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
ど
こ
よ

り
も
早
い
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
も
求
め
ら
れ

ま
す
。銀
行
と
し
て
ク
リ
ア
す
る
べ
き
規
制
は

あ
り
ま
す
が
、〝
こ
れ
は
う
ま
く
い
く
の
か
、

〝
お
客
さ
ま
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
何
か
〟

を
考
え
続
け
る
こ
と
で
顧
客
目
線
を
実
現

—

曜
日
を
気
に
せ
ず
、
３
６
５
日
い
つ
で
も

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
使
え
る
。
今
や
常
識
と
な
っ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
国
内
の
金
融
機
関
で
初
め

て
導
入
し
た
の
が
、
岐
阜
県
に
本
社
を
置
く
Ｏ

Ｋ
Ｂ 

大
垣
共
立
銀
行
だ
。
地
方
銀
行
で
あ
り
な

が
ら
、
３
大
メ
ガ
バ
ン
ク
の
上
を
行
く
抜
群
の

顧
客
満
足
度
を
達
成
し
て
い
る
同
行
。
そ
の
背

景
に
は
、
従
来
の
金
融
機
関
の
発
想
を
超
え
た

〝
顧
客
第
一
〟
の
理
念
が
あ
る
。

　
「
現
頭
取
の
土
屋
嶢た

か
しが

就
任
以
来
取
り
組
ん

で
き
た
の
が
、〝
銀
行
は
サ
ー
ビ
ス
業
〟
と
い

う
発
想
で
す
。銀
行
が
自
分
た
ち
の
都
合
で
決

め
た
制
度
に
顧
客
が
合
わ
せ
る
と
い
う
旧
来

の
銀
行
の
考
え
方
に
疑
問
を
感
じ
て
お
り
、銀

行
側
が
顧
客
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、選
ば
れ
る

銀
行
を
目
指
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し

た
。必
要
な
の
は
、
前
例
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
常
に〝
お
客
さ
ま
の
た
め
に
〟と

い
う
思
い
を
持
ち
、〝
お
客
さ
ま
が
望
ん
で
い

る
こ
と
は
何
か
〟を
考
え
続
け
る
こ
と
で
す
」

—

徹
底
し
た
お
客
さ
ま
目
線
は
、
画
期
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
生
み
出
し
て
き
た
。例
え
ば
、

「
ス
ー
パ
ー
ひ
だ
１
号
」
は
、
岐
阜
県
飛
騨
地
区

を
中
心
に
店
舗
の
な
い
地
域
を
巡
回
す
る
移
動

店
舗
。
店
舗
を
構
え
て
お
客
さ
ま
を
待
つ
だ
け

で
は
な
く
、銀
行
の
方
か
ら
出
か
け
て
い
く
。〝
お

客
さ
ま
の
た
め
に
〟
を
実
現
し
た
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金
を
出
し
入
れ
す
る
と
、
ス

ロ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
画
面
に
切
り
替

わ
り
、
ゲ
ー
ム
に
勝
つ
と
時
間
外
利
用
手
数
料

が
無
料
に
な
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。お
金
の
出
し
入
れ
と
い
う
何
気
な
い
日
常

の
一
コ
マ
で
も
、
少
し
だ
け
楽
し
み
を
提
供
し

て
お
客
さ
ま
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
不
要
の

『
手
の
ひ
ら
認
証
Ａ
Ｔ
Ｍ
』も
、
Ｏ
Ｋ
Ｂ
が
日
本

で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
東
日
本
大
震
災
。通
帳
や
カ
ー
ド
を
な

く
し
て
多
く
の
被
災
者
が
現
金
を
引
き
出
せ

な
か
っ
た
。ま
た
、そ
れ
ら
を
取
り
に
戻
り
、命

を
落
と
し
た
方
も
い
た
と
聞
き
、
災
害
時
で
も

「チャレンジに失敗はない」という
行風でどこよりも早くサービスを提供

「銀行はサービス業」と捉え
“お客さまのために”を実現

活発な異業種交流で
発想力の豊かな人材を育成

Ｏ
Ｋ
Ｂ 

大
垣
共
立
銀
行

雑誌コーナー、無料喫茶コーナーも備え、コンビニと見間違えるような半田支店 銀行機能を搭載した移動店舗「スーパーひだ1号」
災害時の借り入れが手のひら認証でできたり、シングルマザー向けの使い
道自由なローンなど、顧客が望む商品を生み出し続ける

ここが注目ポイント

「銀行はサービス業」という
発想で全国初のサービスを
次 と々生み出す

境 敏幸 氏
取締役総合企画部長　

本　　社 	●	岐阜県大垣市郭町3丁目98番地
創　　業 	●	1896年
資 本 金 	●	361億円
従 業 員 	●	3,452名
事業内容 	●	普通銀行業
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  住友林業株式会社は、市場が急拡大しているインドでの
新たな事業展開を目指し、キッチン・家具メーカーの
SpaceWood Furnishers Pvt. Ltd.社（以下 SFPL社）
と資本業務提携契約を締結し、インドから共同創業者2人
を招いて9月28日に調印式を行った。
  インドでは近年、急速な都市化が進行し、所得水準が
高い都市部の人口は2050年までに現在の約2倍になる
と予想されている。この人口増加により住宅需要が拡大
すると同時に、住宅用建材ビジネスも成長することが見
込まれることから、同国への進出を決定した。
  SFPL社はインドで最も知られたキッチン・家具メー
カーの一つであり、事業領域拡大を図るため、建具（ドア・
ドア枠）製造ラインの立ち上げを目指している。
　住友林業グループは、住友林業クレスト株式会社から
技術支援を行うことで、SFPL社の新規建具製造ライン

の立ち上げの支援を行う。将来的にはドア以外の木質内
装建具へも製品ラインを拡大できるよう、ともに取り組
んでいく。
　さらに SFPL社がインド国内に持つ自社の営業拠点
や代理店などのサプライチェーンネットワークを活用
し、今後特に人口増加が予想される中間所得層をター
ゲットに需要の取り込みを行い、建材販売の基盤構築を
図る。インド国内市場に日本の優れた建材、住宅内装資
材を提案・提供していく。

今月のニュース

左から
SFPL社ジョシ氏、
住友林業専務  笹部、
住友林業クレスト社長  吉岡、
SFPL社デシュパンデ氏

　林野庁は2014年の木材需給に関する「木材需給表」
を公表した。今回から、木質バイオマス発電施設などで
の利用が増加している、燃料用チップが加えられた。
　木材自給率は31.2％となり、26年ぶりに30％台に
回復した。燃料用チップの数量を除いた値では29.8％
となり、前年に比べ1.0ポイントの上昇。これは、前年
に比べ木材の輸入量が3.1％減少し、国内生産量が1.5％
増加したことによる。

〈総需要量〉
7,581万4,000㎥（丸太換算、以下同）
7,411万8,000㎥（燃料用チップ除く） 対前年比1.8％減

〈国内生産量〉
2,366万2,000㎥
2,206万2,000㎥（燃料用チップ除く） 対前年比1.5％増

〈輸入量〉
5,215万2,000㎥
5,205万6,000㎥（燃料用チップ除く） 対前年比3.1％減

26年ぶりに木材自給率が30％台に回復
「平成26年木材需給表」を公表　－林野庁

インドにて木材建材ビジネスをスタート
大手キッチン･家具メーカーSFPL社と資本業務提携   －住友林業

表紙：住友林業（株） 大阪南支店 美原展示場

編集室より

1985年に公開された、自動車型タイムマシン「デロリアン」に乗ってタイムスリップする SF映画「バック・トゥ・
ザ・フューチャー」。2015年10月21日は、同シリーズ2作目で主人公たちがデロリアンに乗って到着した未
来です。まさにこの日、作中で描かれたごみをエネルギーにして動くデロリアンが東京都内で実現しました。実
はこの「ごみをエネルギー」にしたのが、9月号の「注目企業」でご紹介した日本環境設計さんです。同社の
FUKU - FUKUプロジェクトで回収された衣料品から作ったバイオエタノールで、見事走行に成功したそうで
す。私もいつか、このバイオエタノールで動くデロリアンに乗って、タイムスリップしてみたいものです。（E）

編
集
後
記

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。
   kenzai-monthly@sfc.co.jp

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

■ 国内生産量、輸入量、木材自給率の推移

出所：林野庁「木材需給表」
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7,975

9,605

23,813
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2月

27,114
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9,002
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905

新  設  住  宅  計
建築主別

9月
6月7月8月対前年同月比

1,990 ▲ 10,667
▲ 373
2,363

602
4,010

▲ 565
▲ 2,057
▲ 2,225

104

1,788

202

▲ 169
409

4
▲ 42

2,199
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▲ 204
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1,639
1
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69
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169
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14,239

56
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80,255
1,364
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35,115

838
20,001
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243
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144
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14,901

61
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35,600
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1,373
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4,574
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14,667

76
72

▲ 551
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▲ 6,909
2,200

▲ 229
▲ 5,729
▲ 4,773
▲ 1,045

▲ 8,162

▲ 2,505

▲ 618
▲ 256

12
▲ 1,643

▲ 3,940

▲ 6,727

2
▲ 7,015

284
▲ 38

40

対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2015年9月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2014年 2015年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）
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